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１．はじめに 

海難審判所が、令和５年（2023年）～令和６年（2024年）に言い渡した

裁決（494件）のうち、衝突事件は194件で、そのうち総トン数20トン未満

の小型船同士の衝突事件は123件（水上オートバイは除く）でした。 

小型船同士の衝突事件のうち、 

・航行船と航行船が衝突した事件が31件 

・航行船が漂泊船に衝突した事件が73件 

・航行船が錨泊船に衝突した事件が19件 

となっており、航行船が船首方に停まってい

る漂泊・錨泊船と衝突した事件が92件と約

75％を占めています。 

そこで、本ハンドブックでは、航行船が漂泊・錨泊船に衝突した事件(92

件)について、発生状況、原因、背景要因等を整理・分析し、事例を紹介す

るとともに再発防止策等をとりまとめました。 

 

２．発生状況 

⑴ 船舶種類（船種）別の状況 

航行船では、漁船が47隻、遊漁船が24隻、モーターボート19隻など

となっています。 

漂泊・錨泊船では、モーターボート56隻、漁船24隻、遊漁船10隻な

どとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 発生時の天候、視界の状況 

発生時の天候は、晴れ又は曇りが90件、雨が2件でした。 

視界は、91件が視界良好で、ほか1件は視程約500ｍでした。 
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⑶ 発生時間帯別の状況 

発生時間帯をみると、06時台から14時台に多く発生しています。 

 

⑷ 航行船の速力 

航行船の速力 （対地速力）をみると、10ノット以上が64隻と約7割を

占めています。 

海上ではスピード感が分かりにくくなりますが、10ノットの場合、

計算上1分間で約308メートル進むことになります。 

 

 

 

 

 

  

 

⑸ 相手船の視認状況 

相手船の視認状況を見ると、航行船の約9割が見張り不十分で漂泊・錨

泊船を視認しないまま衝突しています。一方、漂泊・錨泊船は、約半数の

48隻が見張り不十分で航行船を視認しないまま衝突していますが、44

隻は一旦は航行船を視認しながら、その後の動静監視が不十分で衝突

に至っています。 
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⑹ 漂泊・錨泊船の長さ 

漂泊・錨泊船の長さ（登録長）は、5m以上10m未満が64隻、5m未満が

17隻となっており、10m未満が約9割を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

⑺ 航行船から見た漂泊・錨泊船の外観 

航行船の船首方向と漂泊・錨泊船の船首尾線との角度 （以下「角度」

と略します。）をみると、30°未満が39隻となっています。 

漂泊・錨泊船は長さが10m未満と比較的短く、角度によっては更に小

さく見えます。 
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⑻ 船体損傷状況及び死傷者の発生状況 

船体の損傷状況をみると、航行船では軽損が91隻、廃船が１隻に対

して、漂泊・錨泊船では、軽損が43隻、重損が25隻、廃船が24隻と被害

が大きくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

また、死傷者の発生状況をみると、航行船では軽傷者が4人に対して、

漂泊・錨泊船では、死亡者4人、重傷者3人、軽傷者81人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

⑼ 衝突前、漂泊・錨泊船は何をしていたか 

衝突前の船長の行動をみると、モーターボートでは釣り中、漁船で

は漁具の準備、漁獲物の整理などの操業中がほとんどで、遊漁船では、

全てが釣り客の対応や魚群探索などの遊漁中となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

(隻) (隻) 

(人) (人) 
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⑽ 見張り不十分・動静監視不十分となった理由 

両船の船長が、見張り不十分や動静監視不十分となった理由は、以

下のとおりです。 
 

航行船 

見張りを十分に行わなかった理由 

前路に航行の支障となる船舶はいないものと思った 51隻 

他船の動向、航海計器の操作、漁具の整理作業などに気をと
られた 

28隻 

居眠り ４隻 

その他 １隻 

 

相手船に気付いていたが動静監視を十分に行わなかった理由 

無難に航行できるものと思った ４隻 

他の作業や別の方向を見ることに気をとられた ２隻 

相手船と接近するまでにまだ距離があると思った ２隻 

 

漂泊・錨泊船 

見張りを十分に行わなかった理由 

航行中の船舶が漂泊・錨泊している自船を避けるものと思った 22隻 

他船の動向、釣り客の様子、自分の釣りなどに気をとられた 15隻 

近くに船舶を見かけなかったことから、接近する他船はいない
ものと思った 

５隻 

見張りを十分に行わなかったので相手船に気付かなかった ３隻 

その他 ３隻 

 

相手船に気付いていたが動静監視を十分に行わなかった理由 

航行中の船舶が漂泊・錨泊している自船を避けるものと思った 22隻 

同業者や知人の船が自船に向かっているので、いずれ近くで
停止するものと思った 

15隻 

無難に航過するものと思った ５隻 

その他 ２隻 
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⑾ 漂泊・錨泊船の音響信号、形象物の状況 

漂泊船の場合 

衝突の原因とならなかった船4隻と航行船の近距離で漂泊を始め

た船1隻を除き、68隻全てが、警告信号又は避航を促す音響信号を行

っていませんでした。 

 

とは？ 

状況：他船の意図・動作が理解できないとき、他船が避航動作をとっ

ていないようなとき 

方法：直ちに急速に汽笛による短音５回以上 

または発光による閃光５回以上 

 

とは？ 

正規の汽笛を備えていない小型船などが、警告信号に代えて有効

な音響によって行う信号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「短音」:約１秒間継続する吹鳴 
「⾧音」:４秒以上６秒以下の時間継続する吹鳴 

小型船舶安全規則では、長さ 12ｍ未満の小型船舶に

は汽笛を備える義務はありませんが、漂泊中に自船に

接近する船舶に対して有効な音響による注意喚起を行

うため携帯式エアホーンや笛などを備えましょう。 

エ
ア
ホ
⒲
ン 

こっちへ近づいて来るけど
何をしているんだろう? 
短音 5 回以上 
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錨泊船の場合 

錨泊船では、19隻全てが注意喚起信号を行っておらず、錨泊中で

あることを示す黒色球形形象物を表示していませんでした。 

 

とは？ 

状況：他の船の注意を喚起するために必要があると認めるとき 

方法：海上衝突予防法に規定する信号と誤認されることのないもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とは？ 

状況：操業や釣りなどで錨泊中のとき 

方法：黒球１個を前部のもっとも見えやすい位置に掲げる 

 

 

 

 

  

全長 7ｍ以上の船舶は義務です。 

7ｍ未満の船舶は、錨泊場所が狭い水

道など他の船舶が通常航行する水域で

ない場合、形象物を掲げなくてもよいこ

とになっています。 

錨泊中なのにまっすぐ近づいてくるぞ? 
(例えば⾧音 1 回        など) 
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事故の経過                            天候：曇り 視界：良好 

         遊漁船Ａ                   遊漁船Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 航行中の遊漁船が漂泊中の遊漁船に衝突した事例 

事実の概要 

遊漁船Ａ（17t、14.96m、10人乗船）が航行中、漂泊中の遊漁船Ｂ（4.99t、10.76m、 

3人乗船）に衝突した。          【Ａ船：軽損 Ｂ船：廃船 釣り客1人死亡】 

 

09時40分 

正船首９００メートルのところに、Ｂ

船を視認することができ、同船に向

けて接近する状況であったが、この

ことに気付かず、魚群探知機やＧＰ

Ｓプロッターの画面を見たり、操舵

室後部にある棚の整理をしたりしな

がら続航した。 

09時42分半少し過ぎ Ａ船の船首がＢ船の左舷船尾部に衝突  

09時37分半僅か過ぎ 

釣り場を移動するため針路を１８５

度に定めて自動操舵とし、１３.０ノッ

トの速力で進行した。 

船長は、前方を一見して

他船を見掛けなかったこ

とから、前路に航行の支

障となる他船はいないも

のと思い、見張りを十分

に行わなかった。 

Ｂ船を避けることなく進行した。 

09時37分半僅か過ぎ 

船首を東方に向けて機関を中立運

転とし、船尾マストに青色のスパン

カーを展張して漂泊を開始した。 

09時40分 

左舷船首８５度９００メートルのとこ

ろに、Ａ船を視認することができ、自

船に向けて接近する状況であった

が、このことに気付かず、Ａ船に対

して避航を促す音響信号を行うこと

も、更に接近しても機関を使用して

移動するなど、衝突を避けるための

措置をとることもなく漂泊を続けた。 

船長は、窓から顔を出した

まま釣り客の様子を見るこ

とに気をとられ、見張りを十

分に行わなかった。 

09時42分半僅か過ぎ 

釣り客の大声を聞き、左舷船尾至

近に迫ったＡ船を認めたもののどう

することもできなかった。 

３．事例紹介 
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この事例の裁決書は海難審判所のホームページで公表しています。 
https://www.mlit.go.jp/jmat/saiketsu/saiketsu_kako/tokyou/tkR05/4tk002.pdf 

 

 

Ａ・Ｂ船ともレーダー装備 

Ｂ船：サイレン付き拡声器装備 

Ａ船 

Ｂ船 
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事故の経過                            天候：曇り 視界：良好 

          遊漁船Ａ                モーターボートＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事実の概要 

遊漁船Ａ（4.4t、11.11m、9人乗船）が航行中、漂泊中のモーターボートＢ（10.25m、 

3人乗船）に衝突した。              【Ａ船：軽損 Ｂ船：廃船 3人軽傷】 

 

11時22分 

正船首１，３９０メートルのところに、

Ｂ船を視認することができ、同船に

向けて接近する状況であったが、こ

のことに気付かず、船首死角を補う

見張りを十分に行わなかったので、

Ｂ船に向けて続航した。 

11時25分 Ａ船の船首がＢ船の右舷船尾部に衝突  

11時00分半少し前 

釣り場に向け針路を０６９度に定めて

自動操舵とし、１５.０ノットの速力で、

船首死角が生じた状態で進行した。 

船長は、定針したとき船

首方を一べつして船舶を

見掛けなかったことから、

前路に航行の支障となる

他 船 は い な い も の と 思

い、船首死角を補う見張

りを十分に行わなかった。 

Ｂ船を避けることなく進行した。 

11時10分 

船首を東方に向け、機関を中立運

転とし、漂泊を開始し、釣りを始め

た。 

11時22分 

右舷船尾２１度１，３９０メートルのと

ころに、Ａ船を視認することができ、

自船に接近する状況であったが、こ

の状況に気付かず、警告信号を行

うことも、更に接近しても衝突を避

けるための措置をとることもなく漂

泊を続けた。 

船長は、航行中の他船が

漂泊中の自船を避けるも

のと思い、見張りを十分に

行わなかった。 

11時25分半僅か前 

同乗者にＡ船の接近を知らされ、至

近に迫った同船を認めたもののどう

することもできなかった。 

② 航行中の遊漁船が漂泊中のモーターボートに衝突した事例 
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Ａ船 

Ｂ船 

Ａ・Ｂ船ともレーダー装備 

Ｂ船：電子ホーン装備 



- 12 - 

 

 

 

 

 

事故の経過                            天候：晴れ 視界：良好 

           漁船Ａ                 モーターボートＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ 航行中の漁船が漂泊中のモーターボートに衝突した事例 

事実の概要 

漁船Ａ（5.8t、11.98m、1人乗船）が航行中、漂泊中のモーターボートＢ（1.3t、7.76m、 

3人乗船）に衝突した。              【Ａ船：軽損 Ｂ船：重損 2人が軽傷】 

 

11時59分 Ａ船の船首がＢ船の右舷船首部に衝突  

11時56分半僅か過ぎ 

操業を終えて帰航中、針路を２６３

度に定めて自動操舵とし、１３.０ノッ

トの速力で進行した。 

定針したとき、正船首９６０メートル

のところに、Ｂ船を視認することがで

き、同船に向けて接近する状況で

あったが、このことに気付かず続航

した。 

船長は、前路を一見して

他船を見掛けなかったこ

とから、航行に支障のあ

る他船はいないものと思

い、見張りを十分に行わ

なかった。 

後部甲板に移動して漁具の整理を

始め、Ｂ船を避けることなく進行中、 

11 時 59 分僅か前 

船首方から叫び声を聞いて、船首

至近にＢ船を視認したものの、どう

することもできなかった。 

11時54分 

船首を北西方に向け、機関を停止

して漂泊を開始し、操縦席に腰を掛

けて昼食をとり始めた。 

11時56分半僅か過ぎ 

右舷船尾５２度９６０メートルのとこ

ろに、Ａ船を視認することができ、自

船に向首したまま接近する状況で

あったが、この状況に気付かず、Ａ

船に対して避航を促す音響信号を

行うことも、更に接近しても、衝突を

避けるための措置をとることもなく

漂泊を続けた。 

船長は、航行中の他船が

漂泊中の自船を避けてくれ

るものと思い、見張りを十

分に行わなかった。 

11時59分少し前 

接近するＡ船に気付いた同乗者に

知らされて、右舷方至近にＡ船を視

認し、手を振って呼びかけた。 
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レーダー：Ａ船有り、Ｂ船無し 

Ｂ船の有効な音響信号：笛 

Ａ船 

Ｂ船 
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事故の経過                            天候：曇り 視界：良好 

        漁船Ａ                  モーターボートＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④ 航行中の漁船が錨泊中のモーターボートに衝突した事例 

事実の概要 

漁船Ａ（7.9t、13.14m、1人乗船）が航行中、錨泊中のモーターボートＢ（4.94m、1人 

乗船）に衝突した。               【Ａ船：軽損 Ｂ船：廃船 船長軽傷】 

 

06時00分 

正船首８７０メートルのところに、Ｂ

船を視認することができ、同船に向

首して接近する状況であったが、こ

のことに気付かず、左舷方の漁船と

自船の針路が交差する状況にあっ

たので、同漁船の動静に気を向け

ながら続航した。 

06時03分 Ａ船の船首がＢ船の左舷中央部に衝突  

05時55分僅か過ぎ 

漁場に向け針路を２０８度に定めて

自動操舵とし、９.４ノットの速力で進

行した。 

船長は、左舷方の漁船の

動静に気を奪われ、見張

りを十分に行わなかった。 

Ｂ船を避けることなく進行した。 

05時20分頃 

黒色球形形象物を表示しないまま、

船首を東方に向け、機関を停止して

錨泊を開始した。 

06時00分 

左舷船首４４度８７０メートルのとこ

ろに、Ａ船を視認することができ、自

船に向首して接近する状況であっ

たが、このことに気付かず、注意喚

起信号を行うことも、更に接近して

も、錨索を緩め機関を始動して移動

するなど、衝突を避けるための措置

をとることもなく釣りを続けた。 

船長は、錨泊中の自船を他

船が避けるものと思い、見張

りを十分に行わなかった。 

06時03分僅か前 

機関音を聞き、左舷至近に迫ったＡ

船を初めて認め、衝突の危険を感

じ、船首に移動し海に飛び込んだ。 
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この事例の裁決書は海難審判所のホームページで公表しています。 
https://www.mlit.go.jp/jmat/saiketsu/saiketsu_kako/R06nen/4kb/kbR0610/5kb035.pdf 

 

 

Ａ船 

Ｂ船 

レーダー：Ａ船有り、Ｂ船無し 

Ｂ船の有効な音響信号：呼子笛 

写真：漁業協同組合提供 
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事故の経過                            天候：晴れ 視界：良好 

          漁船Ａ                     漁船Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤ 航行中の漁船が錨泊中の漁船に衝突した事例 

事実の概要 

漁船Ａ（4.9t、11.78m、1人乗船）が航行中、錨泊中の漁船Ｂ（2.8t、8.39m、1人乗船） 

に衝突した。                   【Ａ船：軽損 Ｂ船：重損 船長が軽傷】 

 

14時56分僅か前 

１１.０ノットに増速したとき、正船首

１,０４０メートルのところに、Ｂ船を視

認することができ、同船に向首して

接近する状況であったが、このこと

に気付かず、操舵室入口で喫煙を

始めた。 

14時59分 Ａ船の船首がＢ船の左舷船首部に衝突  

14時14分僅か前 

操業を終えて帰航中、針路を０６５

度に定めて自動操舵とし、４.５ノット

の速力で進行した。 

船長は、増速する前に船

首方を一見して他船を見

掛けなかったことから、

前路に航行の支障となる

他船はいないものと思

い、見張りを十分に行わ

なかった。 

Ｂ船を避けることなく進行した。 

13時30分 

船首を北西方に向け機関を中立運

転とし、黒色球形形象物を表示しな

いまま、錨泊して操業を開始した。 

14時56分僅か前 

Ａ船が左舷船首７０度１,０４０メート

ルのところとなり、自船に向首して

接近する状況であったが、このこと

に気付かなかった。 

船長は、絡まった釣り糸等

を解くことに気を奪われ、Ａ

船に対する動静監視を十

分に行わなかった。 

14時53分半 

左舷船首方にＡ船が東行している

のを初めて視認し、自船の船尾方

を無難に航過するものと判断した。 

Ａ船に対して注意喚起信号を行うこと

も、更に接近しても衝突を避けるため

の措置をとることもなく錨泊を続けた。 
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Ａ船 

Ｂ船 

レーダー：Ａ船有り、Ｂ船無し 

Ｂ船：モーターホーン装備 
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事故の経過                            天候：晴れ 視界：良好 

      モーターボートＡ                  漁船Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑥ 航行中のモーターボートが錨泊中の漁船に衝突した事例 

事実の概要 

モーターボートＡ（6.56m、1人乗船）が航行中、錨泊中の漁船Ｂ（0.6t、6.80m、1人乗

船）に衝突した。                 【Ａ船：軽損 Ｂ船：重損 船長が軽傷】 

 

11時59分僅か過ぎ 

左舷船首６９度２００メートルのとこ

ろにＢ船を視認することができ、こ

のまま続航すれば、Ｂ船の右舷方

を無難に航過する態勢であったが、

このことに気付かず、減速して１５.０

ノットとして針路を００５度に転じたと

ころ、近距離のところでＢ船に向首

する態勢となり、同船に対して衝突

の危険を生じさせた。 

11時59分半僅か過ぎ Ａ船の船首がＢ船の右舷船尾部に衝突  

11時57分半少し過ぎ 

釣りを終えて帰航中、針路を０７４

度に定め、１６.１ノットの速力で、手

動操舵によって進行した。 

船長は、転針方向を一べ

つして船舶を見掛けなか

ったことから、航行の支障

となる他船はいないものと

思い、見張りを十分に行

わなかった。 

11時45分 

機関を停止し、船首が０３０度を向

き、黒色球形形象物を表示しないで

錨泊を開始し、船体清掃を始めた。 

船長は、平素、航行中の船

舶が錨泊中の船舶を避け

るのを見ていたので、航行

中の船舶が錨泊中の自船

を避けるものと思い、見張

りを十分に行わなかった。 

11時59分僅か過ぎ 

右舷船尾２５度２００メートルのとこ

ろにＡ船を視認することができ、無

難に航過する態勢で東行していた

同船が近距離のところで自船に向

かって転針し、衝突の危険を生じさ

せて接近する状況となったが、この

ことに気付かなかった。 

注意喚起信号を行わず、更に接近し

ても、衝突を避けるための措置をとる

こともなく錨泊を続けた。 
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この事例の裁決書は海難審判所のホームページで公表しています。 
https://www.mlit.go.jp/jmat/saiketsu/saiketsu_kako/R06nen/3yh/yhR0611/6yh012.pdf 

 

 

Ａ船 

Ｂ船 

レーダー：Ａ船、Ｂ船とも無し 

Ｂ船：汽笛、笛等無し 
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４．まとめ（再発防止策） 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

✔ 
✔ 
✔ 

✔ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

✔ 

✔ 

✔ 

 

・航行船の船長からは、停まっている小型船舶に気付きにくい 
航走波がないので気付きにくい 
動いているものには本能的に注意が向くが、動かないものは見えて
いても、注意が向きにくい 

・第３船や他のことに注意が集中すると、その他の物への注意力が散漫
になる 

・船首死角の存在（船首浮上、窓枠やマストなどの構造物） 

・陸上での自動車事故と違って、海上では他船が接近してくる方向が定
まっていない 

・航行船が停まっている自船を避けるだろうという意識から、釣りや作
業に集中し、見張り不十分になりやすい 

・接近してくる他船の船長が、停まっている自船に気付いていないこと
がある 
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✔ 

 

漂泊船の行う音響信号 

他船の意図・動作が分からない、避航動作をなかなかとらない等の状況で、 

汽笛を装備している場合 

警告信号：直ちに急速に汽笛による短音5回以上 

または発光による閃光5回以上 

正規の汽笛を装備していない場合 

避航を促す音響信号：笛や携帯式エアホーンにより、短音5回以上 

（汽笛による警告信号に代えて行う） 

錨泊船の行う音響信号 

他船に注意を喚起するために必要があると認める場合 

汽笛又は有効な音響による信号 

注意喚起信号：海上衝突予防法に規定する信号と誤認されないもの 

（例えば長音１回） 

✔ 
 

 

 

✔ 

✔ 

✔ 
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〒102-0083 
東京都千代田区麹町 4-5 海事センタービル 5 階 
TEL 03-3512-8140 mail:kaisin-f@maia.or.jp 

 


